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MSEL
ミ ズ ル

を使った演習指導計画書の作成要領の骨子 
 
 

はじめに 

 
MSEL という用語は米合衆国の機関等（国防総省、エネルギー省、FEMA 等）の演習や訓練計画に関

する文献を見ているとよく見かける用語である。MSEL は、Master Scenario Event List の頭文字

を取った略語である。英語の内容どおり MSEL は演習のシナリオを構成する様々な出来事・事象（イ

ベント）のリストを意味している。MSEL は、演習用イベントを時系列に並べて、これに対応して演習

参加者（プレイヤー）に期待する活動等を併記したリストとして作成されている。効果的な演習は、

MSEL を基に作成される演習指導計画書によって運営されている。 
それでは MSEL と、これを中核にして作成される演習指導計画の概要について紹介したい。 
 

１． MSEL の位置づけ 

 

演習（訓練のために役割を決めて組織的に活動する場合をここでは以下「演習」という。）を既に

計画された方はお分かりのように、演習計画は通常次のような項目で構成されている。 
 目的 
 実施時期 
 参加者 
 訓練項目と達成目標 
 演習組織と任務 
 想定 
 実施要領 
・ 演習の流れ（情報の受け渡し等） 
・ 参加者の役割と動き 
・ 演習上のルール（時刻、気象、通信回線等演習上の模擬情報・組織・回線等を含む） 
・ 演習準備 
・ 実行の統制 
・ 演習評価 
 安全 
 管理事項 
 報告 
 付属書 
・ 演習指導計画（MSEL を基に作成される） 
・ 演習ルール 
・ 演習場所配置計画 
・ 通信計画 
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・ 使用資機材 
 

このように、MSEL は演習指導計画の基礎を為すものであり、演習を運営する側（コントローラ

ー）の資料の一種であるため、一般の演習参加者（プレイヤー）は通常、目にしないことが多い。 
 

２． MSEL の意義 

 

MSEL は以下説明する内容のように、演習実施要領に沿って演習を円滑・整斉・安全かつ効果的

に運営していくための基盤となる文書であり、主として次のような意義がある。 
(1) 演習目的達成のための鍵 

MSEL には演習目的を達成するために必要なイベント（事象：例えば地震発生、火災発生等）

とこれに応じてプレイヤーに何を期待するかが記載される。 
コントローラーは、このプレイヤーに期待する活動を基に演習を指導或いは援助することによ

って演習目的を達成することができる。 
(2) 実動演習の安全の確保 

準備したイベントに対してプレイヤーがどのような行動を採るかを分析できる資料となる。こ

れをもってコントローラーは、前もってプレイヤーの危険な活動を演習ルールで制限したり、

監視を強化したりすることができる。 
(3) 演習の客観的な評価基準 

MSEL にはプレイヤーへの期待行動が明確にされるため、これを基に達成度を客観的に評価で

きる。 
(4) プレイヤーの問題意識発揚の促進 

準備するイベント（例えば南米での大地震発生情報）によって、プレイヤーの創造（想像）性

を掻き立てるよう仕向けることができる。 
(5) 演習経費の節減 

訓練目的に合致した演習参加者の選定、準備する資機材等を効率的に集合させることができ演

習経費の無駄を省くことができる。 
 

 

３． 演習企画用 MSEL の作成と雛形 

 

訓練目的、想定、達成目標、プレイヤーの階層及び対応能力レベル、訓練項目、その他投入可能

な資源（人、物、環境）を考慮して、演習用 MSEL は通常次の手順で作成される。 
(1) 演習種類別イベントリスト原票の準備 

社内の衆知を結集（ブレーンストーミング法等を駆使）して日頃から各種危機想定別イベント

リスト原票データベースとして整備する。 
 

表 1．地震災害演習用イベントリスト原票の一例 
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(2) 演習目的に見合ったイベントを抽出して演習用 MSEL 原票を作成 
事前に準備されたイベントリストの原票データベースをもとに演習用MSEL原票を作成する。 
(A) 演習計画時、演習の種類別イベントリスト原票から所要のイベントを抽出する。 
(B) 抽出したイベントから期待できる効果を確認する。 
(C) 抽出したイベントをプレイヤーに付与した場合、プレイヤーが危険な行動或いは未対応

（非認知）等コントローラーとしての最悪事態を予期して、その対策を検討しておく。 
 

表 2．地震演習用 MSEL 原票の一例 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(3) イベントリストを時系列に配置して MSEL を完成（雛形） 
前項で作成した MSEL 原票を時系列に並べて一覧にし、イベントは演習目的に合致している

か、狙いに沿って目標を達成できるか等を点検して MSEL を完成させる。 
 

表 3．地震災害対応演習用 MSEL 一覧の一例（雛型） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４． 演習指導計画作成の準備 

演習指導計画はコントローラーが演習を成功に導くために作成される文書である。演習計画作成

に先立って次のような準備が必要である。 
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(1) 演習目的の把握 
(2) MSEL の作成 
(3) コントローラーによるプレイヤー活動観察ポイントの検討 
(4) イベントに対するプレイヤーの活動予測と対策 
(5) 実動演習の場合の安全対策 
(6) 評価基準の作成と教訓の整理 

 
表 4．イベント毎の演習指導票 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

５． 演習指導計画の骨子 

 

演習指導計画の主な内容は次のような構成になる。 
(1) 目的 

演習目的の達成等、指導計画作成の目的を明らかにする。 
(2) 指導の方針とねらい 

コントローラーとして演習運営・指導に関する基本的な方針とそのねらいを明らかにする。 
(3) 演習指導者（コントローラー）組織と任務 

コントローラーの任務と組織並びに職責を記す。 
(4) 演習進行要領と評価基準 

MSEL を中心にした基本的な演習の進行要領と到達目標達成度を主にした演習活動の評価基

準を記す。 
(5) 指導上の留意事項 

演習環境、投入資源、演習参加者のレベル等を考慮した指導上の留意事項や安全に関する注意

事項並びに特異事象発生時の対応要領を記す。 
(6) 資料収集（観察や文書による）と演習内容の評価 

コントローラー（観察係）の資料収集のための要員配置、手段等の要領を記す。プレイヤーの

活動を観察するために表 5 のような観察ノート（災害対応演習用）も使用して演習実施状況の

資料を収集する。 
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表 5．観察ノートの一例 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
演習内容の評価の資料は、演習実施間の観察資料の他、演習後の研究会や反省会の成果も用い

る。このため演習内容の評価の項には収集した資料の分析評価要領のみならず研究会や反省会

の運営要領も含まれる。 
なお、コントローラーが演習評価結果を事後の演習に活用できるよう教訓としてデータベース

として蓄積する様式等も計画に含まれる。 

 
 

おわりに 
 
演習指導計画は、危機に備えて演習を計画される方々にとって最も力を注がねばならない重要な案件で

あることが少しでもご理解いただければ幸いである。そしてこの演習をやりっ放しにせず、次に活かす

ためには PDCA のサイクルで実施した演習を評価することが重要である。この評価の際に客観的な基準

となり得るツールが達成目標（期待される行動）が具体的に記述された MSEL である。的確な MSEL
を持った演習計画こそが演習を成功させるコツである。 
さっそく MSEL を使って効果的な演習を企画してみませんか。 
なお、この記事は TRCEYEVol.59本番で役立つ危機管理演習／訓練体系 (40KB) 及び Vol.60「After 
Action Review」という評価法 (168KB)と併せてご覧いただければ一層皆様のお役にたてるものと思う。 
 
 

以 上 
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